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本日は、お越しいただきありがとうございます。 

○ プレゼンテーションでは傍聴されている皆様からご意見を伺う時間を

設けていますので、意見をお聴かせください。（質問もお受けします。） 

(８ページ「３．公開プレゼンテーションの進め方」「３．傍聴者からの質疑と意見発表」参照）

○ 受付時にお渡しした２種類のアンケート用紙にご意見・ご感想をご記入

いただき、お帰りの際は回収箱へ投函してください。 

今後の参考とさせていただきますので、ご協力をお願いします。

○ プレゼンテーションのスケジュールは、多少前後することがあります。 

○ 会場への出入りは自由となっていますが、プレゼンテーションの妨げに

ならないようお願いします。 

○ プレゼンテーション中は、お静かに傍聴してください。 

○ プレゼンテーション中の携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお

切りください。 

○ 庁舎内は全面禁煙となっておりますので、ご協力いただきますよう 

お願いします。（来庁者喫煙所は庁舎南の屋外となります。） 

○ 会場内では、プレゼンテーションや傍聴者などに支障のない範囲で写真

撮影等を行っていただいても結構です。 

○ その他プレゼンテーションの支障になるような行為をしないでくださ

い。 

※これらの事項を守っていただけない場合や、事務局の指示に従っていた 

だけない場合には、退席していただくことがあります。

傍聴される皆様へ（お願い） 
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１．豊橋市行財政改革プランの概要                     
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２．豊橋市行財政改革のこれまでのあゆみと成果

豊橋市は、財政健全性維持及び行政サービスの質の向上のため、行財政改革に取り組

んでまいりました。たとえば、市内保育環境の充実のため、市民の協力のもと公立保育

園を増やすことなく、民間保育園の充実を図ってきたこと、施設運営に民間のノウハウ

を活用する指定管理者制度を導入し、施設利用者の利便性を高めてきたこと、また自治

会と市が協働して地域計画を作成するなど市民と行政のパートナーシップの形成に取

り組んできたことなど、その時代の要請に合わせるだけでなく、時代を先取りした取り

組みを進めてまいりました。以下は、平成 8年度からの豊橋市の行財政改革のあゆみと
主な成果です。

【行財政改革のあゆみ】

名 称 特 徴 主な成果 

行政改革

大綱 
（平成8年～12年度） 

行財政改革

プラン 
（平成23年～27年度）

目 標 

【人的効果】210人減 

【経済的効果】70億円 

【取組項目】165 

２３・２４年度成果（累積） 

【経済的効果】２２億5千万円 

【目的】

多様な主体との協働・連携を

通じた「豊橋の活力」の向上

【視点】

「地域力」と「行政力」

上記の目的と視点から、

３つの基本方針、１７の重点

推進項目を設定

以下の基本テーマに沿って

行政全般にわたる総点検を実施

１．市民に信頼される行政の推進

２．市民福祉の一層の向上

３．時代の変化に柔軟に対応

する行政の推進

４．「地方の時代」にふさわしい

自主性と主体性の確立

５．職員の意識の改革と能力開発

【人的効果】227人減 

【経済的効果】125億円

【取組項目】143 

【人的効果】188人減 

（消防・医療部門（医療職）を除く。） 

【経済的効果】329億円 

【取組項目】21 

【目的】

「第４次総合計画を実現し、

市民満足度の向上を目指す」

【方向性】

（ア）行財政システム改革の推進

（イ）効果的・効率的な行政

執行体制の確保

（ウ）市民とのパートナーシップの確立

経営改革

プラン 
（平成17年～22年度）
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■行政改革大綱（平成 8年～12 年度）の主な成果

事務・事業の簡素化・効率化の推進 

・競輪従事員の見直し ▲１２７人（投票等窓口業務機械化に伴う競輪従業員の削減）

民間委託、嘱託化等の推進  ▲４４人

・ビンカンボックス回収業務はじめ６業務の委託化

・廃棄物投入受付業務はじめ１０業務の嘱託化 

公営企業経営見直し 

・上下水道局  ▲１２８人  ・病院 ▲ ８２人

定員適正管理と給与の適正化 

・給料表の抜本的見直し

（年功的な要素の強い給与体系から、職務や職責に応じた級区分に変更するとともに、昇

給間差額の見直し、高齢職員の給与水準の見直しを図る。）

■経営改革プラン(平成 17 年～22年度)の主な成果

効果的・効率的な行政執行体制の確保 

【民間委託】

・豊橋競輪の車券販売・払戻業務、市民病院公務災害請求事務、保健所・保健センター管

理運営事業はじめ８８業務

【指定管理者制度】

・公会堂、職業訓練センター・水の展示館・資源化センター余熱利用施設、こども未来館、

市民センター・牟呂地域福祉センター・障害者福祉会館はじめ１４０施設

市民とのパートナーシップの確立 

・市制施行１００周年記念事業の地域と市の連携（地域事業への職員参加）

・市民協働推進条例施行に伴う基金の創設、市民協働推進補助金制度、市民協働提案募集

制度の開始

・地域の主体的な行動計画を作成するモデル事業の実施、市民協働推進計画の策定

調整手当をはじめとした各種手当の見直し 

・他都市に先駆け調整手当を１０％から８％へ引き下げ

■行財政改革プラン（平成 23 年～27 年度）のこれまでの主な成果

市民等の公益的な地域活動の推進 

・福祉ボランティア養成講座の開催、地域住民と連携した干潟再生実験プロジェクトの実

施、ＡＥＤなどを配置した登録事業所など（救命の駅）の拡大、地球温暖化対策に取り組

むため、市民、事業者との一体的な取組体制の強化 など 

「自立と責任」の強化に向けた行政体制の整備 

・給料表の引下げを始めとする給与改定の実施 

・東三河広域協議会事務局の組織体制の充実  など 

財政運営の自律性・健全性の確保 

・職員の給与支給明細書へ有料広告掲載（自主財源の確保） 

・情報システムの全体最適化の推進  など
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の中で、少ない方から３番目/４２市となっています！ 

平成 
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３．豊橋市行財政改革プランの進捗管理について

豊橋市行財政改革プラン（以下「プラン」という。）の実施にあたり、市担当部局

による内部評価、豊橋市行財政改革プラン外部検証委員会（以下「委員会」という。）

による書類評価及び公開プレゼンテーションを経る中で得られた評価・検証結果を公

表するとともに、部局においては次年度以降に向けての必要な見直しを行い、プラン

に掲げる目標の達成を目指します。 

【評価の流れ】 

内部評価、書類評価及び公開プレゼンテーションの結果をとりまとめ、

市議会へ報告するとともに、ホームページ・広報とよはしを通じて公

表します。

評価・検証の 

とりまとめ 

／公表 

内部評価、書類評価及び公開プレゼンテーションの結果、さらには社

会経済状況の変化を踏まえ、部局において必要な見直しを行い、プラ

ンに掲げる目標の達成を目指します。結果の 

反映・活用 

職員は、プランの部局別行動計画に掲げる全１６５取組項目について、

プラン専用の評価シートを使用して進捗を管理します。

内部評価 

外部検証 

委員会 

による評価 

委員会は、全１６５取組項目のうち委員会が選定する取組について、

評価シートを基に評価・検証します。

また、総合的な視点で市民生活に密接に関わる取組などを委員会で

５取組程度選定し、公開プレゼンテーションを実施します。 

書類評価 
公開プレゼン ＋
テーション 
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４．公開プレゼンテーションについて

１．公開プレゼンテーションの目的 

プランに掲げる部局別行動計画の中から、特に市として積極的に推進しようとする

取り組みを取り上げ、本市行政の取り組みを市民に知ってもらうとともに、次期行財

政改革プラン策定に向けての課題の掘り起こしと政策推進のための意見を外部の視

点から得ることを目的としています。 

２．公開プレゼンテーションテーマ及び日程 

プランの部局別行動計画に掲げる１６５取組項目のうち、委員会による書類評価を

実施した１０３取組を中心に、市民の関心が高いもの、市として積極的に推進しよう

とする取り組みを４テーマ選定しました。

No. 時間 テーマ 所管課（室）

- 
10:00～

10:05 
概要説明 

1 
10:05～

11:15 
東三河広域連合の活用 政策企画課 

2 
11:25～

12:35 
地域コミュニティによる健康づくりと高齢者支援 

健康増進課 

長寿介護課 

休憩 

3 
13:20～

14:30 

ごみ減量に向けて 

～ごみ減量化の効果的な手法～ 
環境政策課 

4 
14:40～

15:50 
市民参画によるシティプロモーションのあり方

シティプロモーション

推進室 
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３．公開プレゼンテーションの進め方 

公開プレゼンテーション日程表                                

公開プレゼンテーション日程表                                

４．豊橋市行財政改革プラン外部検証委員会 

委員名 役職等 

石原 俊彦 関西学院大学大学院教授 

世羅 徹 有限責任監査法人トーマツ パートナー 

伊藤 眞芳 税理士法人トリプルエー代表社員 

大久保 裕美子 とよはし女性フォーラム会員 

功刀 由紀子 愛知大学地域政策学部教授 

諏訪 一夫 名古屋市立大学大学院特任教授 

冨田 真知子 有限会社エム・プロダクツ代表 

村松 史子 豊橋創造大学短期大学部准教授 

１．所管課による説明（１０分） 

所管課長から取組の内容（目標、成果、今後の方針）などについて、パワーポイントや

資料を用いて説明します。

２．質疑応答（３５分） 

所管課からの説明と配付資料を基に、委員から所管課へ質問します。 

３．傍聴者からの質疑と意見発表（２０分） 

所管課による説明や質疑応答を基に、プランの進捗状況について質問や意見を発表する

ことができます。 

４．代表委員によるまとめ（５分） 

１から３までの審議の結果を踏まえ、さらなる改善策や改革に向けた方策について、代

表委員がコメントします。 
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５．公開プレゼンテーション資料 

番号 テーマ ページ 

1 東三河広域連合の活用 １０ 

2 地域コミュニティによる健康づくりと高齢者支援 １８ 

3 
ごみ減量に向けて 

～ごみ減量化の効果的な手法～
３１ 

4 市民参画によるシティプロモーションのあり方 ３９ 

【資料の構成】 

・パワーポイント資料 

・補足資料（２のみ） 
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